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論文内容要旨
目的
 脳血管,特に脳底部主幹動脈に,上頚節由来の交感神経が豊富に存在することは,螢光法,電
 顕等の形態学的方面から顕らかになって来ているが,その生理学的意義,特に脳血管の収縮機構
 への関与に関しては,未だ定説をみるに至らない。本実験は,上頚節の電気刺激が実際に支配脳
 血管の収縮を起こし得るのか否かを確かめ,よってこれら交感神経の機能を明らかにせんとした。
方法
 雑種成犬の頚部交感神経を電気刺激し,頭蓋内外の血管径の変化を経時的経上腕動脈血管写に
 より追跡した。また実験終了後直ちに頭蓋内外の血管を摘出し,組織学的に検討した。実験は5
 群より成る。第1群は15頭16側を用い,総頚動脈周囲交感神経叢を,独自の超小型埋没型刺
 激装置により,低電圧で慢性持続的に刺激した。刺激条件は0・6～1.OV,50Hz,pulseduration
 lmsecであり,刺激期間は2～9日間,平均6、0日間である。第2群は14頭14側を用い,総
 頚動脈に予め長さ約し5㎝に亘ってPerivascularSympathectomy(PVS)を施し,この部を
 第1群と同様に2～9日間,平均5.1日間刺激した。第3群は20頭20側を用い,前述の埋没刺
 激装置で一側上頚節を1～12日間,平均5.2日間慢性持続的に刺激した。猶,別の7頭ではテト
 ロドトキシンまたはホルマリンを用いて頚部円頚動脈をChemica]denervationした後に刺激を
 行なった。第4群は27頭27側を用い,ネンブタール静脈麻酔下に電子管矩波刺激装置により比
 較的高電圧で一側上頚節を3～27時間,平均12時間持続的に刺激した。刺激条件は4～6V,
 30～50Hz,pulseduratlonlmsecである。電圧は瞳孔拡大を起こす最低電圧の2～3倍に
 設定した。6頭では刺激を続行しつつグルタールアルデヒド潅流固定を行い,生体時の機能的血
 管固定を試みた。第5群は4頭4側を用い,第4群と同様に刺激し,上頚節刺激時の頚部内頚動
 脈血流量を電磁流量計を用いて測定した。猶第3群,第4群では,血管狭少化判定の便宜上,内
 頚動脈を6ケの分節,即ち,G6(起始膨大部),C5(頚部),C4(内頚動脈管内部),G3(海
 綿状静脈洞部中枢側),02(同末梢側),C1(硬膜内部)に分けて検討した。血管写上及び組
 織学的狭少化の判定は,対側同部位との血管径の比率で表わし,25%以下は高度狭少,25～50
 %は中度狭少,50～75%は軽度狭少,75～125%は変化なし,125～150%は軽度拡大,
 150～175%は中等度拡大,175%は高度拡大とした。
結 果
 第1群の16血管中12血管は,刺激開始1～2回後に刺激部位乃至その周辺に限局した狭少化
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 が起こり,次第に高度になる傾向を示した。就中3血管は4～7日後に総頚動脈基始部近くより
 非造影となった。ところが,第2群の14頭中10頭はPVS施行部位に一致してむしろ拡張した
 ままであり,3頭は変化なく,狭少化したものは1頭のみであった。第3群はG5,C4で最も高
 率に狭少化がみられ,20頭中,中等度以上の狭少化を示したものは,G5では13頭,65%,04
 では12頭,60%,G3では9頭,45%,G2,G1,前大脳動脈では各々3頭,15%,中大脳動脈
 1頭,5%,吻合動脈2頭,10%であった。総頚動脈,外頚動脈,脳底動脈では血管写上狭少化
 はみられなかった。この狭少化は刺激開始董～3日後に発現し,日と共にその程度及び範囲が進
 行する傾向を示した。一方,予め内頚動脈をGhemicaldellervationして刺激した7頭では,ど
 の部位にも狭少化は起こらなかった。第4群27頭中,中等度以上の狭少化を示したものはC5で
 は24頭,89%と第3群に比しさらに高率であり,04では16頭,59%,C3では14頭,52%,
 G2,e1では各々9頭,33%,前大脳動脈,中大脳動脈では各々6頭,22%,吻合動脈では5
 頭,19%であった。総頚動脈,外頚動脈,脳底動脈では血管写上狭少化はみられなかった。こ
 れらの狭少化は刺激開始1～3時間で05より始まり,時間と共にその程度,範囲が増強した。組
 織所見は,第1群14血管中10血管で電極間及びその前後2㎝の範囲に限局して,内弾性板の屈
 曲蛇行と中膜筋層の肥厚,血管内腔の狭少化がみられた。第2群では13頭中7頭に,外膜剥離部
 に限局して,血管壁の各層が伸展して薄くなり,内腔が著るしく拡大した所見がみられた。残り
 の6頭では血管壁の各層に変化がなかった。第3群で組織所見を検索し得た10頭中,硬膜内諸
 血管には認むべき変化がなかった。内頚動脈頚部(05)では中膜筋層の肥厚,内弾性板の屈曲蛇
 行,内腔の狭少化等の収縮状態を示したものが4頭あり,この所見はほぼ血管写所見に対応して
 いた。第4群で,ホルマリン固定及びグルタールアルデヒド大槽内注入固定を行なった13頭で
 は,硬膜内諾血管にはやはり殆んど変化がみられなかった。内頚動脈頚部では血管収縮所見を示
 したものは8頭あったが,しかし血管写上みられた高度な狭少化に対応する程でなかった。グル
 ヌールアルデヒド潅流固定を行なった6頭では,G4より心臓側では血管写と良く対応する所見が
 得られた。特に内頚動脈頚部では,刺激側に高度の血管収縮所見がみられ,内腔の狭少化と管壁
 の肥厚がきわだ一ていた。総頚動脈,外頚動脈にも収縮所見がみられたが,頭蓋内諸血管ではや
 はり殆んど変化がみられなかった。第5群では,上頚節刺激開始直後より血流量が50～70%減
 少した。短時間刺激では刺激中止後血流量は速やかに回復したが,比較的長時間刺激を続行する
 と,刺激中止後の回復は極く緩徐であった。
結論
 上頚節に,短時間では顕らかな効果を現わさない様な微弱な刺激が,長時間持続的に加えられ
 ると,内頚動脈中枢側に特に強い収縮を招来する。従って,上頚節由来の脳血管交感神経線維は
 同側の脳血流調節に強く関与し,その主な作用部位は頚部内頚動脈であると考えられる。
 一214一
 審査結果の要旨
 脳血管,殊に脳底部主幹動脈には上頚節由来の交感神経線維が豊富に存在する事は,形態学的
 に明らかになっている。しかるに,この交感神経支配が生理学的にどの程度の意義を有するかに
 ついては,幾多の研究にも拘らず未だ統一見解がない。そこで本実験は上頚節の電気刺激が実際
 に脳血管の収縮を起こし得るのか否かを確かめ,よってこれら交感神経の機能を明らかにせんと
 した。
 実験は,雑種成犬98頭を5群に分けて行い,その頚部交感神経を長時間電気刺激し,頭蓋内外
 血管径の変化を経時的血管写により追跡し,終了後その組織学的所見も併せ検討した。第1群は
 15頭16側について,総頚動脈周囲交感神経叢を埋没型刺激装置により,低電圧で2～9日間,平
 均6.0日間刺激したところ,12血管は刺激部位の狭少化が起った。一方,第2群でユ4頭について
 総頚動脈に約1.5㎝に亘って外膜剥離を行なった後,同様に刺激しても一頭のみが軽度収縮し,
 10頭はむしろ外膜剥離部の拡張をみた。第3群は20頭について,一側上頚節を前述の埋没刺激装
 置で1～12日間,平均5.2日慢性持続的に刺激したところ,特に頚部内頚動脈に高度且つ高率の
 狭少化をみたが,頭蓋内血管の狭少化は稀であった。一方,予め内頚動脈をChemicaldener-
 vation.して刺激した別の7頭は全く収縮がおこらなかった。第4群は27頭について,一側上頚
 節を比較的高電圧で3～27時間,平均12時間持続的に刺激したところ,第3郡同様に内頚動脈中
 枢側に特に高度且つ高率の狭少化を起こし得たが,やはり頭蓋内血管の収縮所見は稀であった。
 第5群は4頭で一側上頚節を電気刺激し,電磁流量計により局側内頚動脈血管量の変化を測定し
 たところ,全例が刺激開始直後より50～70%減少を示し,短時間刺激では血流量回復は速やかで
 あったが,長時間刺激では回復は緩徐であった。組織学的所見も,ほぼ前述の血管写所見と一致
 したが,特に第4群でのグルタールアルデヒド潅流固定法は収縮血管の生体固定が可能であった。
 本実験は上頚節の低電圧長時間持続的刺激により,特に内頚動脈中枢側に病的とも言える高度
 の血管収縮を起こし得る事を,血管写及び組織学的に確かめ,よって上頚節由来の脳血管交感神
 経線維が,主に頚部内頚動脈に働いて,その脳血流調節に強く関与している事を証明した。また,
 本実験で作成し得た高度の持続する血管収縮は,未だ解明されていない脳血管攣縮の発現機構に
 ついても示唆する所が大である。よってその内容は学位授与に値するものである。
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